
施策評価シート

１　施策基本情報
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柱を構成する主要事務事業

林業振興ビジョンにおいて、搬出
間伐100ha、切捨て間伐20ha、環
境整備10haを実施目標としてい
る。
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まちづくりの目標指標

2

１５回

650ha

年２回

森林整備で
年間70ha

1

主に森林整備推進のための地域
への説明会（年間3回）
環境整備については、随時役員
に説明する。

施策等名称 多様な森林整備及び環境保全の推進
体系番号 0401010201
主管課 農林課

①

現状と課題

　将来に渡り、持続可能な森林を形成していくには、未整備森林の間伐等による整備は不可欠です。
　しかし、近年では森林所有者の高齢化や不在村所有者の増加また、長引く木材需要の低迷により間伐等の手入れがなさ
れず放置された森林が増加している。
　このような状況から、貴重な財産となる森林を今後も継続して維持するには、森林に対する住民の意識向上を目的とした
「見える森林整備」の推進が必要と考える。

めざす将来像
（あるべき姿、基本的

な考え方）

　最初は、生活に身近な里山をステージに、下草や藪払いなどの作業に住民が自ら携わり、景観や環境の向上が図られる
ことで、これまで山に対し関心の少なかった住民にも森林に目を向けるようになる。
　森林の持つ多面的機能を住民誰もが理解したうえで、整備に取り組む。
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主に森林整備推進のための地域への説明会（年間3回）
環境整備については、随時役員に説明する。
林業振興ビジョンにおいて、搬出間伐100ha、切捨て間伐
20ha、環境整備10haを実施目標としている。
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２　指標等の推移と変動要因

施策等名称 多様な森林整備及び環境保全の推進
体系番号 0401010201
主管課 農林課

2021年度 2022年度

指標No. 中間目標値 実績値　/　達成率（実績値÷目標値）

2020年度体系区分
成果指標名

計画策定時 2018年度 2019年度

1 15.00 0.00 20.00 0.00 0.00 0.00

施策 森林整備、環境整備の地域への説明会実
施件数

年２回 0.00 3.00

650.00 15.85 12.32 0.00 0.00 0.00

施策
整備実施面積

70.00 103.00 80.11

2

変
動
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2018年度
　今年度は新規事業の修景林間整備を軌道に乗せることに重点を置いたため、広範囲に渡る間伐等の整備のための新規に同意集約
が必要な住民説明会は行えていない。

2019年度 里山整備に向けた説明会（槻木区）、里山整備利用地域（小泉山体験の森）説明会2回を実施。
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2018年度
昨年集約手続きを行った個人有林の里山整備の実施面積が広範囲であったことや、森林の環境整備となる修景林間整備の実施によ
り整備面積が増の結果となった。

2019年度
昨年集約手続きを行った財産区林・個人有林の森林整備や、森林の環境整備となる修景林間整備の実施。搬出21.67ｈａ、切捨て
53.59ｈａ、修景4.85ｈａ
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1.23

1.37

施策等名称 多様な森林整備及び環境保全の推進
体系番号 0401010201
主管課 農林課

３　評価・改革改善 （単位：円）

評
　
　
　
　
　
価

項　　目 2018年　（前年度比） 2019年　（前年度比） 2020年　（前年度比） 2021年　（前年度比） 2022年　（前年度比）

投
資
額

事業費(円)

うち一財(円)

進捗評価 おおむね順調 おおむね順調

森林整備面積の減少に
とＨ３１から森林環境譲
与税の交付を受けたた
め

15,848,319

14,063,319

増減理由
（一般財源
前年度比
±10％以
上の場合
に記載）

26,323,720

7,363,720

1.66

0.52

32,412,000

10,099,000

理　由

積極的な整備の推進を
図るため。

今後も継続して事業を実
施していき、制度の広報
を行っていくことで更なる
意識の向上と森林整備
の促進を図る。

1

総
合
評
価

主
な
取
組
内
容
や
成
果

・新規事業となる森林の
環境保全を目的とした修
景林間整備が地域の理
解と協力のもと、ある程
度軌道に乗ったと考え
る。
・昨年度地元説明会を行
い同意集約手続きを
行った範囲が広範囲で
あったことから、整備面
積の増が見込めた。
　

森林環境整備の2年目と
なるが、要望箇所が少な
く、予定量の実施には至
らなかったが、昨年薮払
い等を実施した区域で、
引き続き整備後の現状
位にのための作業を行
われているところも多く、
今後整備個所が増える
ことで市内の森林景観も
良くなっていくと考えられ
る。

課
題

森林整備に対する住民
の関心に地域で温度差
がある。
整備の重要性のPRが必
要。

森林環境整備の要望量
が減少したが、団体の代
表者が新しくなり、制度
を知らなかったことが
あったため、制度の認知
度を上げる取組が必要
となる。
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改
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改革・
改善内容

財産区や林野組合等の
団体有林また、個人有
林の整備が必要な森林
の抽出作業の実施。
その所有者に対し整備
の推進を促す。

令和元年度より国から
地方に配分が行われて
いる森林環境譲与税を
活用し、未整備となって
いる個人有林の整備を
実施することで更なる森
林整備を推進する。

作成担当者
最終評価責任者
最終評価年月日

鎌倉　亮 藤森　龍

五味正忠 五味正忠
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